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決算短信の見直し
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 企業と投資家の建設的な対話の促進に向けた、効果的かつ効率的な情報開示の実現

 各開示書類の目的を踏まえた開示内容の整理

 決算短信については、法定開示の「確報」に対する「速報」としての位置づけで整理

 速報として効率的な開示を推進するため、以下の見直しを行ってはどうか

① 記載事項の整理

a. 原則として速報性の要求される記載事項に限定⇒他の開示書類との重複を排除
b. 見直し後の記載事項についても効率化・自由度向上の観点で再整理⇒速報性の発揮を期待

② 開示システム（TDnet）の改善
上場会社から改善要望の多いシステム上の手動操作の自動化⇒開示実務の負担軽減・効率化

これまでのご議論を踏まえた見直しの方向性これまでのご議論を踏まえた見直しの方向性

具体的な見直し具体的な見直し



①記載事項の整理
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a. 速報情報に限定
 原則として、速報情報として必要不可欠な「サマリー情報」、「経営成績等」、「財務諸表」に限定する。

 例外として、上場政策上の目的で決算短信において記載を求めている情報は今後も記載を求める。

（例）「会計基準の選択に関する基本的な考え方」

b. 記載事項の再整理
 「サマリー情報」のひな型 使用を強制→ 使用を要請
 「経営成績等」 分析的な記載→ 概況の記載
 「財務諸表」 添付要請→ 一定の場合に添付要請とりやめ（要追加開示）

IFRSの任意適用企業の拡大促進
・上場企業に対し、会計基準の選択に関する基本的な考え方（例えば、IFRSの適用を検討しているかなど）について、
投資家に説明するよう東京証券取引所から促すこととする。

IFRSの任意適用企業の拡大促進
・上場企業に対し、会計基準の選択に関する基本的な考え方（例えば、IFRSの適用を検討しているかなど）について、
投資家に説明するよう東京証券取引所から促すこととする。

（「日本再興戦略」改訂2014）



（参考）整理後の決算短信の構成
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現在の決算短信現在の決算短信 整理後の決算短信整理後の決算短信

サマリー情報

経営成績・財政状態
・今後の見通し*1

財務諸表

経営方針*1

継続企業の前提
に関する重要事象等

会計基準の選択
に関する考え方*1

• 開示を義務 • 開示を要請

• 分析的な記載を要請 • 概況の記載を要請

財務諸表

• 連結財務諸表と主な注
記*2の開示を要請

記載不要
（有価証券報告書で記載）

サマリー情報

経営成績・財政状態
・今後の見通し

会計基準の選択
に関する考え方*1

• 財務諸表の精査が完了していない場合であって、それらを開示しなく
とも投資判断を誤らせる恐れがない場合には、開示不要

• 開示可能となった時点で追加的に開示を要請

*1 四半期決算短信では記載を要請しない事項
*2 継続企業の前提、会計方針の変更、セグメント情報（通期のみ）、1株当たり情報（通期のみ）など

Ⅰ Ⅰ

Ⅱ Ⅱ

Ⅲ Ⅲ

Ⅳ Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ



②開示システム（TDnet）の改善
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自動化・効率化への取組み 作業 現在 改善後

1. 入力データの削減（サマリー情報）
当期データの入力 要 要

前期データの入力 要 不要

2. PDFの自動作成・
自動登録

① サマリー情報

PDFの作成 手動 自動

PDFの体裁調整 要 不要

PDFの登録 手動 自動

② サマリー情報と添付資
料の結合情報

結合PDFの作成 手動 自動

結合PDFの登録 手動 自動

※ システム改造を伴うため、一定のコストと期間を要する

 上場会社からの改善要望が多い、下記の自動化・効率化に取り組む
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（参考）サマリー情報（決算短信）
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（参考）サマリー情報（四半期決算短信）
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